
末広まちづくり推進協議会 会議録 令和 3年度第1回

（補足）「末広まちづくり推進協議会」を以下「協議会」という。

議事の内容

1 開会

会議概要

日時 令和 3年 8月 6日(金曜日) 午後 6時から午後6時 45分まで

場所 末広地区センター 1階 大ホール

出席者 委員（11名，正副会長以外は50音順）

髙田会長，今村副会長，上原委員，小笠原委員，加藤委員，桑田委員，

柴田委員，菅沼委員，村田委員，吉澤委員，渡瀬委員

（欠席者 田中委員，田畑委員，中山委員，渡辺委員）

オブザーバー

旭川市生活支援コーディネーター 長岐氏

お助けはっしん隊実行委員会 鏡副委員長

事務局

市民生活部 林部長，地域まちづくり課 今課長，谷口主査，吉岡

末広公民館 山崎館長

会議の公開

・非公開

公開

傍聴者の数 ０名

会議資料 次第

資料 1 令和 3年度 末広まちづくり推進協議会 開催イメージ

資料2 令和2年度 末広ふれあいスポーツクラブ子どもの居場所づくり事業 実施報

告書

資料 3 令和 2年度 お助けはっしん隊事業 実施報告書

資料 4 令和 3年度 末広地域活動計画

資料 5 令和 3年度 しらさぎ町内会除雪サポーター事業 実施計画書



事務局から，感染対策を講じて会議を開催する旨説明があった。

2 市民生活部長あいさつ

市民生活部長に異動があり，委員へのあいさつがあった。

3 末広地域のまちづくりの検討と推進について

（1） 協議会スケジュールについて

事務局から，資料 1について説明があり，今年度の協議会の大まかな予定について確認した。

（2） 令和 2年度事業について

ア 末広ふれあいスポーツクラブ子どもの居場所づくり事業

末広ふれあいスポーツクラブの村田会長から，資料2に沿って報告があり，昨年度の子どもの

居場所づくり事業の実施状況について確認した。

主な発言は次のとおり。

・新型コロナウイルス感染症の拡大のため，10月，2月及び3月に各月２回実施し，合計 6回

実施した。

・末広の全ての小中学校を対象としているが，遠いため，陵雲小と末広北小から児童が参加し

ている。

・子どもたちは，前半に自主学習，後半には体育館でスポーツを行う。

・冬期間は夕暮れが早く，親御さんに迎えに来ていただいている。

・平日の午後に実施しており，スタッフの確保が課題となっている。

イ お助けはっしん隊事業

お助けはっしん隊実行委員会の鏡副委員長から，資料３に沿って報告があり，昨年度のお助け

はっしん隊事業の実施状況について確認した。

主な発言は次のとおり。

・担い手は，立ち上げ当初が 16名，現在は 19名となっている。

・昨年度は 19世帯を対象に，874回の出動があり，腰や肩を悪くしたケースがあった。

・支援を受けられた方から感謝の言葉をもらっており，引き続き実施したい。



・高齢者だけの担い手では大変な状況であり，もう少し若い方にも一緒に参画してもらえるよ

う，声掛けしていく必要がある。

（3） 令和 3年度事業について

ア 末広地域活動計画

事務局から，資料４について説明があり，末広地域で包括型補助金モデル事業を活用して実施

する 4つの事業「交通安全対策事業」「活動団体 PR事業」「子どもの居場所づくり事業」「見守り

担い手連携事業」について確認した。

イ しらさぎ町内会除雪サポーター事業

事務局から，資料 5について説明があり，行政提案事業を活用して実施する新規事業について

確認した。現在活動準備中のため，後日，あらためて活動の様子について確認することとした。

4 その他

次回の協議会は、あらためて日程を案内することとなった。

5 閉会


